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本 年 度 地 区委 員 会 の皆 さ ま に

ガバナー 井 上 嘆 夫

2002～2003年 の地区委員会に出向頂き、ガバナーの責務の一端を担つていただく決意に心より敬

服、感謝申し上げます。

本年度国際ロータリーのテーマは既にご存知のように

“SOW the seeds of Love  i慈愛の種を播きましょう"です。

ロータリーにおける最善の親睦、奉仕は常に愛の真心からでたものであり、まさに慈愛こそ、す

べてロータリーの仕事を背後から支えて、これを最善のものにする原動力です。まず最初に、自分

のクラブに慈愛の種を播きましょう。そ して自分の職場に さらに自分の地域社会に そして最後

に、世界に播きましょう。

その播いた種が、また子孫を残 して拡大する事を夢見、慈愛の種を播くことは奉仕の機会を見つ

けることです。これが、テーマにこめられたメッセージです。

そして、2002～2003年 ビチャイ・ ラタクルRI会長は

『 ロータリアンとして、ロータリーの仕事をするのは、クラブとその会員であつて、地区ガバナー

でも、RIの理事でも会長でもありません。

私たちのクラブこそがロータリーの核心です。クラブを充実させるために、私達は トップダウン

ではなく、草の根レベルから立ち上がって働きます。ボトムアップとは私があなたに守るべき新た

な規則や手続き、達成すべき目標水準を与えるのではありません。ボ トムアップで働くようお願い

し、私もそうします。』

と、言明されました。

RIは クラブの連合体であるとの原則をこれほど明確に発言をされたRI会長は私の記憶にはあ

りません。今までの会長はこの事を避け、むしろRIが トップダゥンによリクラブに命令をしてい

るとの印象さえ与えておりました。

ロータリーの目的が拡大のようにとられ、職業奉仕を軽視 し、ルールの改正によリロータリーの

特色がだんだん失われていく現状を、日本では憂う人々が多くいました。その意味で素晴らしい会

長の就任を私どもは心より歓迎 しております。

私はこの事を受けまして、今年度の地区は原則地区独自の事業は行わない、地区組織の目的は地

区内クラプの事業、クラブの活性化の手助け援助に徹すべ しとの方針で望む事に致しました。

また、地区が主導してあるいは地区が行わなくては出来ない大きな事業についてもIM単位での支

援体制が取れるようガバナー補佐の皆さまの協力を得て定着できるようにしたいと思っておりま

す。
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さて、当地区でもここ数年会員の減少が続きこれの対応が遅れて、財政のひっ迫と云う深刻な事

態を迎えました。

このため、財政上の理由により今年度より地区組織のスリム化と事務所移転を諮問委員会の了承を

頂き、実行を致しました。

しかし、資金の不足はこれに留まらず地区予算全体の圧縮を余儀なくされました。従いまして、委

員会活動予算がいずれの委員会も10%～15%削減をお願いせざるを得ないこととなりました。

また、組織改革のため委員会統合などにより従前と異なる組織にていろいろ不都合なことも起き

ることも予測されます。どうかその様な困難の中ではありますが、ロータリーの奉仕の理想の実現

のため各々の委員会におかれまして、ご尽力を頂きますようお願い申し上げます。

-2-



地 区 ガバ ナー指名委員 会

委 員 長 寺 田

委  員 中 川

同  近 藤

同  吉 川

同  柏 木

2002年 中に2004～ 2005年度ガバナー・ ノミニーを選出するべ く努めます。

和 之

章 三

雅 臣

謹 司

尚

(大   阪)

(大 阪 城 南)

(千   里)

(東 大 阪 東 )

(豊   中)
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意義 あ る業績賞委員会

寺

」ヒ
r=:

柏

前例に従いながら最も賞にふさわしいクラブを選出するべく努力します。

之

司

尚

和

謹

田

川

木

長

員

員委

委

同

(大   阪)

(東 大 阪 東)

(豊   中)
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ク ラ ブ 奉 仕 部 門

担当パスト・ガバナー 吉 り|1 謹 司 (東大阪東)

ク ラ ブ奉 仕 委 員 会

委 員 長

副委員長

規 定 担 当
チームリーダー

委   員

同

同

同

同

(東 大 阪 東)

(大   東 )

(大 阪 中 央)

(大 阪 城 東)

(吹 田 江 坂)

(大 阪 北)

(東 大 阪)

(池   田)

親 睦 担 当
チームリーダー

委  員

幸 助

武

幸 夫

勝 美

勉

秀

千恵子

勝

(大阪天満橋)

(大 阪 堂 島)

(大阪心斎橋)

(東 大 阪 西)

(大 阪 東 淀 )

(大 阪 西 南)

(大 東 中 央 )

(大阪ちゃやまち)

昌

郎

壽

城

司

生

次

賢

一一

家

進

　

憲

全

哲

寛

上

川

崎

野

本

田

岡

山

井

大

川

中

杉

益

立

中

口

島

西

井

野

田

川

林

野

中

福

角

濱

石

糸

小
卓 話 銀 行

当

同

同

同

同

同

担

◎基本方針

本年度基本方針は、国際ロータリーのテーマ「慈愛の種を播きましょう」であり、そして、ビチャ

イRI会長は「ロータリアンとして、ロータリーの仕事をするのは、クラブとその会員であって、

地区ガバナーでも、RIの理事でも会長でもありません。私たちのクラブこそがロータリーの核

豊です。」と言われております。クラブ奉仕関係の強調事項は「充実 したクラブの管理」であり、

更に充実 したクラブに関する会長のメッセージには、

1.奉仕プロジェクトヘの積極的な関与

2.職業分類システムの活用

3.有意義な格調ある入会式

4。 新会員への情報提供

5.意味深いクラブロ標の設定

等があります。

基準と地区での リーダーシップというロータリー理念の再確認がロータリーを充実させます、と

強調されています。これに今年度、井上ガバナーが示された地区組織の大幅な機構改革と地区予

算の削減策を受け、下記計画作成 しました。

○親睦担当チーム

チームリーダー  野口 幸助 (大阪天満橋)

委 員  中島  武 (大阪堂島)
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″   福西 幸夫 (大阪心斎橋)

″   角井 勝美 (東大阪西)

″   濱野  勉 (大阪東淀)

″   石田  秀 (大阪西南)

″   糸川千恵子 (大東中央)

重点目標

① クラブ奉仕に関する各クラブに於ける問題点に関して、情報を提供します。

② 似たような問題またはプロジェクトを持つクラブ同士で情報が交換できるよう仲介を

します。

③ ロータリーの本当の親睦とはクラブ内を充実し、会員同士が知り合い、磨き合い、そ

のパワーを奉仕に向けるものであり、親睦活動の一つの要素を目的として混同じない

ようにします。

活動計画

① 従来の地区主催の行事は、地区内有志ロータリアン同好会にお任せします。

② 各クラブの奉仕部門に於ける最大の問題点は何か。又クラブ運営、親睦に於ける現在

の問題点は何か。クラブとして、どのように対応しているかの情報を収集の上提供し

ます。

③ 担当チーム委員は、必要に応じて各自分担により情報収集、交換、分類整理の上、チー

ム全体会議を行い、クラブヘの情報提供の準備をします。

④ クラブヘ情報提供するに当たり、ガバナー、担当PG、 ガバナー補佐他の2ク ラブ奉

仕委員会と連携を取りつつ、重要項目毎に整理します。

⑤ 従来の各クラブ親睦活動委員長会議は各クラブ会長もしくはクラブ奉仕委員長出席を

お願いし、広くクラブ奉仕活動全体の意見交換の場とします。

○規定担当チーム

チームリーダー  川崎  壽 (大阪中央)

委 員  中野 憲城 (大阪城東)

″   杉本 全司 (吹田江坂)

″   益田 哲生 (大阪北)

″   立岡 寛次 (東大阪)

″   中山  賢 (池田)

活動計画

① 2001年度の規定審議会により改正された、RI定款、細則、標準クラブ定款の検討を

継続するとともに、採択案件の普及をはかります。

② 最新版「手続要覧」につき、改訂事項の周知をはかります。

③ 地区内クラブの定款改正 (所在地域)状況を調査します。
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④ 定款・細則等を研究し、2004年規定審議会への提案を検討 します。

⑤ ロータリーの規定に関するクラブの質問にお答えします。

○「卓話銀行」担当

小林  勝 (大阪ちゃやまち)

活動計画

卓話がロータリアンに有益であり、楽 しいものか否かは、会員の出席、ビジターの中途退

席の多寡に影響 します。ロータリーの奉仕活動に関連あるもののほか、ロータリアンの知

識を深め、教養を高め、情操を豊かにするものを選ぶことが望まれます。地区の「卓話銀

行」は、毎年地区内ロータリアンおよび外部の方数十名が登録され、クラブの便宜をはか

り、利用を推奨 します。

拡 大・ 増 強 委 員 会

委 員 長

副委員長

カウンセラー

委  員

同

同

同

寿 夫

武 定

晃

泰 鑑

正 司

照 明

博 信

(千   里)

(大 阪 東 南)

(大 阪 南 西)

(大 阪 城 南)

(守   口)

(豊   中)

(大 阪 東)

岩知道

藤

濱

部

田

澤

嶋

伊

長

岡

多

古

中

毎年、地区内のクラブに入会するロータリアンは約400～500名 に上 ります。これは各クラブにお

ける会員増強活動が、着実に為されているからこそ生まれる結果です。

しか しながら一方で、新入会員数を上回る退会者も後を絶つことがありません。

新 しい会員を見出すことはロータリアンとして価値ある貴いクラブ奉仕活動です。にも拘らず、

その行為がクラブに蓄積 していかないのは、クラブ自体にそ してクラブの在 り方にも問題があるの

ではないで しょうか。

今年度ガバナーの地区方針に示されたように、「特色あるクラブ」を目指せるよう、またクラブ

が十分に活動できるよう会員増強・退会防止の面から支援 してまいります。

今年度は下記の方針で臨みます。

① 地区からの会員増強目標は設定いたしません。

② 従って、増強目標は各クラブが主体的に設定するようにして下さい。

③ 過去の増強は量的拡大ばかりに気をとられ、クラブ自体の充実 (増強)がなおざりにされて

きたのではないかとの反省に立ち、「退会防止」に力点をおきます。
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④ 「退会防止」は「会員増強委員会」ひとりの課題でなくクラブ奉仕部門、あるいはクラブ全

体に関係するテーマであることから、広く他の地区委員会とも連携をとりつつ、クラブの支

援体制を敷くこととします。

⑤ クラブ拡大については特別な候補は立てず、現状クラブの充実を第一に取り組みます。

◎活動計画

1)当地区における会員増強及び退会防止に関する情報 (成功及び失敗の事例)の交流を図るた

め、会員増強セミナーを開催します。

2)「特色あるクラブづくり」を目指し、「クラブ奉仕部門3委員会合同セミナー」を開催しま

す。

情 報・ 広 報 委 員 会

委 員 長

アドバイザー

副 委 員 長

IT担 当
チームリーダー

委   員

太加幸

敬 直

一 儀

茂

武 司

忠 正

ユ広
日

知 秀

(大阪北梅田)

(大 阪 西 )

(大 阪 西 南)

(大   阪)

(大 阪 東 )

(大 阪 南)

(大 阪 北 )

(大阪天満橋 )

田

津

口

嶋

里

野

田

本

奥

新

山

早

宮

佐

浜

梅

同

　
同
　
同

【基本方針】

1。 ロータリーの理念のもとに成功を収めた奉仕プロジェクトや活動をウェブサイ トや報道機関

を通 じて効果的に広報することを目指す。

2.ロ ータリー内で共有すべき情報を効率よく廉価に伝達するためにインターネットの活用を推

進する。

3.充実 したクラプの管理、会員増強、退会防止のために広報活動が果たす役割と可能性を探る。

【活動計画】

1.地区内の IT化を推進する。

各クラブが効果的な広報活動や地域のニーズを収得するための手段として、インターネット

接続やホームページを開設 して活用することを支援する。

RI、 地区、クラブ、ロータリアンの相互間で必要な情報がタイムリーに受発信できるよう
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に地区内の IT化、ネットワークの構築を目指す。

IT化によるデータの有効利用とともに事務経費の削減を達成できるシステムを提案する。

2.建設的な報道機関との関係を推進する。

報道機関とのパイプを維持発展させ、奉仕活動や重要なクラブ行事を絶えず報道機関に連絡

し、報道機関からの問い合わせに迅速・正確に対応する。

3.ク ラブ奉仕部門、 3委員会が一致協力して各クラブのニーズに応える。

互いに関係のある3委員会が合同委員長会議を企画して、クラブ管理の成功事例や抱える間

題点を討議 し、より良いクラブ運営の方策、充実 した例会の設営、ロータリー活動の活性化

を見いだせる場を設営する。
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職 業 奉 仕 部 門

担当パスト・ガバナー 寺 田 和 之 (大 阪)

職 業 奉 仕 委 員 会

委 員 長

副委員長

ポランティア担当
チームリーダー

委   員

同

彦 (大 阪 東)

浩 (大阪住之江)

正 (大 阪 南)

司 (大 阪 南)

彦 (守   口)

直

　

　

澄

嘉

庄

村

木

田

藤

藤

木

村

前

近

佐

員

同

同

同

同

委元
　

　

和

浩

道

野

後

田

藤

永

辰

宮

本

近

池

樹 (大   阪)

茂 (新 大 阪)

雄 (寝 屋 川)

一 (大阪上バーサルシティ)

治 (吹   田)

基本方針

ロータリークラブが、他の多くの奉仕団体と根本的に異なるのは、「職業奉仕」という概念の

存在であると言われています。しかも、1987年のRI理事会では、職業奉仕は単に個人レベル

だけに留まらず、「 クラブと会員の両方の責務である」ことが決議されました。

我々ロータリアンは夫々の職業分野で指導的な立場にいます。長いロータリークラブの歴史の

中で培われてきた職業奉仕の理念を、より深く理解 しまた実践 してゆく事が、我々ロータリア

ンに課せられた重大な責務であります。

今日、わが国の経済は厳 しい局面を迎え、企業モラルの低下が問題になっています。倒産や不

祥事等の発生が増大している事も残念ながら事実であります。更には、環境問題・高齢者問題

など、地球的規模で解決しなければならない課題が山積され、夫々の分野での積極的な対応が

強く要請されています。こんな時にこそ我々ロータリアンは、尚一層職業倫理や道徳観念の向

上に取り組まねばなりません。

当委員会では、当地区のロータリアンが職業奉仕への理解をよリー層深めていただく為の一助

たるべく、努力してまいります。

又、本年度からはボランティア委員会も合流致しました。ロータリークラブに於けるボランティ

アの意義について、引き続き啓蒙活動に力を入れ、また登録を推進 したいと思います。

2.活動計画

① 職業奉仕の理念の勉強

② 職業奉仕活動の研究

③ 職業奉仕月間の円滑な推進
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④ クラブ奉仕活動に関するアンケートの実施

⑤ ロータリーに於けるボランティアの啓蒙活動

⑥ ボランティアの登録推進
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社 会 奉 仕 部 門

担当パス ト・ ガバナー

担当ア ドバイザー

澤

瀬

熊

廣

忠 期 (守  口)

勘一郎 (大阪西南)

社 会 奉 仕 委 員 会

委 員 長

副委員長

委  員

同

同

交通問題担当
チームリーダー

委  員

男 (豊 中 南)

弘 (大阪天王寺)

二 (池田くれは)

人 (大   阪)

明 (吹 田 西)

雄 (箕 面 中 央)

義 (大 阪 住 吉)

委  員

同

同

環境保全担当
チームリーダー

委   員

同

(守   口)

(豊 中 南)

(大 阪 西)

(大 阪 北)

(大 阪 城 北)

(摂   津)

日

雅

清

卓

幸

村

田

士

山

山

上

辻

吉

高

上

中

樋

照

邦

公

龍

　

光

雅

澤

宮

田

岡

城

川

井

古

若

福

平

玉

浦

住

弘

士光

次

治

夫

本年度より地区委員会組織の変更に伴い社会奉仕委員会は、社会奉仕、環境保全、交通問題の 3

委員会で社会奉仕活動を推進する事と成りました。

社会奉仕事業を効果的に進めて行くためには、まず現在の地域社会がロータリーの奉仕のエネル

ギーを必要としている最重要課題はなにか、を把握することから始めなければなりません。その内

容は、社会の変容に対応して、時代とともに変遷します。「この世界はたえず変化している。そして

われわれは世界とともに変化することを用意しなければならない。」というポール・ハリスの言葉

と意味を理解し、次年度は、各委員会のリーダーと価値ある問題に取 り組んで行きたいと思います。

社会奉仕チーム リーダー 若宮 邦弘

【活動方針】

組織の変更に伴い、従来の奉仕活動も見直さねばならない時期となります。

協同奉仕として執り行った「高齢者招待行事」は本年度より地区委員会の呼び掛けではなく、 I

M8組夫々のガバナー補佐を中心に、各組での取り組みにて再考頂き、より細かい奉仕活動を展

開されたい。

地区委員会としては下記奉仕活動に各クラブの理解・協力を頂きたい。

【活動計画】

保健衛生問題=地域発展に助力する。

○献血運動の充実 0展開 (企業献血の拡大に理解・協力)

ローターアクトとの協力
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○ダメ・ゼッタイ運動の展開 (薬物乱用防止運動)

麻薬・覚せい剤など薬物使用の低年齢化に警鐘を鳴らし、抑止する。

○ユネスコ寺子屋運動に協力

書き損じ葉書・ 1円募金等

環境保全チーム リーダー 上山 清治

【活動方針】

当地区では1990～ 1991年度に環境保全委員会を設置 し、各ロータリークラブの会員と共に環境間

題に取 り組んでお ります。

21世紀は「環境の世紀」と呼ばれてお り、日常生活と地球環境との深い関りについて関心を高め

ることが大切であると考えます。

国や地方自治体等に依存するのではなく、ロータリアンに対 しても個人としてまた、企業の代表

として、さまざまな運動に同調 して積極的に参画 し、意識の高揚と活動の普及・啓蒙に努めてま

いります。

【活動計画】

1.環境問題に対する会員の意識高揚

2.「豊かな環境づくり大阪府民会議」の重点行動目標に協調 した運動の推進

3.環境問題に積極的に取 り組んでいる企業訪間

4。 おおさか環境賞対象のクラブの推薦

5.世界環境デー (6月 5日 )6月 の環境月間の運動への参画

交通問題チーム リーダー 浦川 光雄

【活動方針】

当地区における交通問題特別委員会の活動も、日本のロータリー活動としてははじめての取り組

みとして発足 し、以来丸 5年を経過致 しまして、「交通戦争の中で、私達一人一人が自覚を持ち、

交通法規の遵守につとめ、交通災害を減らし、地域社会にどうすれば貢献できるか」という課題

に焦点を当てて、地区委員会としては「理念の構築」を、個々のクラブにおかれましては、「社

会奉仕活動の一環としての、具体的実践活動」を率先実施して頂いており、会員の皆さま方のご

理解・ ご関心も定着 して来つつあり、 IMレ ベル・ クラブレベルでの実践活動も実を結びつつあ

りますことは喜ばしい限りであります。来年度以降についても、引き続き気運の盛 り上げを図る

と共に、具体的な実践活動の広がりを、個人のレベルからクラブレベルヘ、次は、 IMプ ロック

レベルヘ、地区全体の活動のレベルまで高める活動を続けたいと念じております。

【活動計画】

1.大阪府警、大阪府交通安全協会との連携、行事への協賛参加

○秋の「おおさか交通安全ファミリーフェスティバル」への協賛
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○春の交通安全出陣式への参加

2.IMブ ロックレベルでの推進 (新任のガバナー補佐に推進のご指導を頂く)

地域の警察署または交通安全協会の主催されている「無事故・無違反コンテス ト」への積極

参加をお願いしたい。現時点での参加クラブは、11を数えるのみであるが、今年度中に、30

までもっていきたい。

この活動を通じて、ロータリアンの個人・ ご家庭・企業・職場での交通法規の遵守と安全意

識の高揚と交通事故の撲滅に多大の成果が期待できます。

3.ク ラブグループ、または、クラブ単位の活動の推進

○特定任意講習の実施

この催 しは、単に、交通免許の保有者だけでなく、免許をお持ちでない皆さまにも、交通

ルールの解説を中心に歩行者としての交通道徳についてもご理解頂けます。警察署単位毎

に、 2～ 3RCの共催として実施をご検討願います。

○高齢者並びに、子供達いわゆる交通弱者の皆さんを対象に、地域住民の有志の方々との協

同による交通安全態勢の実践についても積極的に実施します。

4.社会奉仕部門の全体活動の中でご支援を頂 く

○クラブ社会奉仕担当者全体会議  7月 、3月

○社会奉仕部門、地区委員合同会議 6月

5.交通問題委員グループとしての新しい事業への取 り組み、施策の企画、並びに、実験的な推

進のモデルケースを創出するための、調査・アンケー ト、委員による関係機関、施設とIM

クラブ訪問などの活動を推進します。

年度内に、実験的推進モデルを 1～ 2完成させることを目途に、クラブ担当者会議を開催の

上推進を期すものとします。
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青 少 年 奉 仕 部 門

担当パスト・ガバナー 中 りII 章 三 (大阪城南)

新世代合同委員長会議

川

山

田

林

　

藤

村

澤

中

北

石

松

中

佐

野

中

長

員

同

同

同

同

同

同

議

委

章 三

孝 和

肇

寛

一 皓

俊 一

浩 司

章 好

(大 阪 城 南)

(大 阪 中 央)

(東 大 阪 東)

(大 阪 南)

(枚方 くずは)

(大 阪 鶴 見)

(大阪そねざき)

(大 阪 住 吉)

1.地区内の青少年奉仕関係の下記 7委員会の委員長或いはその代表委員を本委員会の委員とする。

◎ 青少年活動委員会  ◎ ローターアクト委員会  ◎ インターアクト委員会

◎ 青少年交換委員会  ◎ 財団奨学金・学友委員会 ◎ 研究グループ交換委員会

◎ 米山奨学委員会

2.本委員会は青少年関係の各委員会が従来縦割りの関係で別々に奉仕活動をしていたが、一同横

並びにしてお互いの連携を密にして奉仕活動の実を上げんとするものである。

3。 本委員会の委員長 (或いは議長)は地区の青少年担当のパス ト・ガバナーが就任する。

4.活動計画

1)年度始め (7月 中)に委員会を開催 し、年間の活動計画を話 し合う。

2)年度終り (6月 中)に委員会を開催 し、各委員会の年度を通じての活動成果を発表する。

3)必要に応 じ、臨時の委員会を招集する。

4)各委員会の活動状況によっては、お互いに連絡 して活動に参加する。

-15-



青 少 年 活 動 委 員 会

委 員 長

副委員長

委  員

同

同

同

同

同

同

同

孝 和

博 朗

賢 二

隆 司

亥一郎

隆 善

哲 也

清 次

嗣 久

康 雄

(大 阪 中 央 )

(大 阪 住 吉)

(大阪住之江)

(東 大 阪 西)

(大 阪 堂 島)

(大 阪 船 場 )

(交   野)

(大 阪 淀 川)

(豊 中 千 里)

(大 阪 西 北 )

山

　

田

野

岡

尾

邊

本

原

岡

北

泉

吉

氏

片

西

渡

津

野

吉

活動計画

今年度はライラ (RYLA)は 1回、ニコニコキャンプを 1回実施 します。

1.ラ イラ (Rotary Youth Leadership Awards)青 少年指導者養成プログラムの実施

今年度は年 1回の実施となり、海で初級、上級を同時並行で行います。

(1)初級 ライラ   ホス トクラブ :大阪船場ロータリークラブ

日  時   :2003年 5月 3日 ～ 5日

場  所  :大 阪府立青少年海洋センター (淡輪 )

(2)上級ライラ   ホス トクラブ :大阪船場ロータリークラブ

プレキャンプ 日  時   :2003年 4月  日

場  所  :大 阪府立青少年センター (森 ノ宮 )

本キャンプ  初級ライラと同時開催

2.少年少女ニコニコキャンプの実施

小学生 4、 5、 6年生を対象に 2泊 3日 のキャンプを実施 しています。少年少女がキャンプ

の共同生活を通 して友情や心の豊かさを養い自然にふれ団結と協力の大切さと奉仕の精神を、

体験 しながら学んでもらおうということを目的として開催 しています。

実際のキャンプ活動の展開には、上級ライラ修了生、ローターアクトのメンバーが リーダー

となってユースリーダーとしての研修を積む実習の場としての役割も担ってお ります。

(1)少年少女ニコニコキャンプ

ホス ト:大阪淀川ロータリークラブ

日 時 :8月 9日 ～11日

場 所 :大阪府立総合青少年野外活動センター (能勢 )
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3.各 クラブの青少年奉仕活動情報の収集と提供

地区委員会はライラ、ニコニコキャンプが中心とした活動ですが、各クラブの具体的な活動

状況を収集し、情報として提供 します。

4.新世代合同委員長会議を通じて青少年奉仕の活動状況の収集と提供

5。 本年度は特に上級ライラに力を注ぎ一人でも多くの、修了生を育成したいと考えております。

ローターアクト委員会

委 員 長

副委員長

同

委  員

同

同

同

同

同

同

(東 大 阪 東)

(大 阪 東 淀 )

(守   口)

(大阪御堂筋)

(茨 木 西)

(大 阪 中 央 )

(大 阪 住 吉)

(大阪天満橋 )

(豊中一大阪国際空港)

(大 阪 西 南 )

肇

子

朗

介

延

宏

雄

志

之

介

士

郁

敏

陽

保

宗

冨

尚

正

晋

田

田

橋

津

森

口

部

良

城

谷

石

磯

高

岩

大

西

渡

高

齋

高

*基本方針

本年度は、前期の 3月 に全国ローターアクト研修会のホス トを受け、次年度の 6月 には国際大会

のローターアクト会議のホス トをするという、対外的な活動を中心とした年度の中間の年度に当

たり、ローターアクトの活動を原点から見つめ直す重要な年度であると考える。

ローターアクトクラブの会員は、30歳になると卒業という規定があり、常に新 しい会員の補充を

しなくてはならず、会員数も前年度から比べますと減少傾向にある。

対外的なプロジェクトを展開するよりも、各ローターアクトクラブに提唱ロータリークラブとの

連携 した共同奉仕活動を軸に、交流を図リローターアクトの活動を認識 していただき、会員増強

に組織だった協力体制を整備 していく。

そのためには、地区と各クラブとの連絡・協力関係を密にし、特にメンバーの少ないクラブの増

強を計るア ドバイスを行い、個々のクラブ活動を支援する。

そ して、2004年の国際大会前 ローターアクト会議の準備も着実にしていく。

今年度地区ターゲットを

「 one」

(人生に何か一つ目標を持つて、一つになろう、もっと一人一人の個性を出そう)

とし、活動計画を組み立てました。

-17-



*活動計画

1.活動の基盤は個々のクラブであるという認識を各クラブに徹底し、クラブ活動の活性化を計る。

2.ロ ーターアクトクラブの永遠の課題である会員増強を提唱ロータリークラブと共に計る。

特に、会員数15名以下のクラブには強力に会員増強をお願いする。

3。 ロータリークラブとの共同奉仕活動を推進 して、共同プロジェクトを組むことにより、ロー

ターアクトの活動をロータリアンに理解を深めてもらう。

又、未提唱ロータリークラブにもPRを積極的に行い、ローターアクトの活動を理解してもらう。

4.ロ ーターアクト必携の各クラブヘの購入依頼、2660地 区のローターアクトガイドブックの作

成によリローターアクトの基礎知識の勉強する機会を多く作る。

5.ロ ーターアクトのOB会を充実 して、適切なアドバイス、そして国際的な大きな大会の手伝

いをお願いする。

6。 地区行事の数が多いと思われるので、統合できる行事は統合し地区行事をスリム化する。

7.海外研修を通じ現地ローターアクターとの交流と共同奉仕活動を通じてローターアクトの国

際感覚の養成を計る。

8.他の青少年奉仕部門の委員会とも連絡を密にして、情報交換や相互協力を計リローターアク

ト委員会がリーダー的な役割をはたしていく。

国際ロータリー第2660地区ローターアク ト 2002～ 2003年度 行事予定表

年 月 日 曜  日 行 事 ホ    ス ト

02 13

20

20

土

土

第 1回 RAC提唱RC正副委員長会議

第 1回地区献血

第 1回地区連絡協議会

地区RA委員会

大阪東RAC
大阪平野RAC

9^‐ 11 金 ～ 日 ,!4,!,k=r;-:r+tyA 大阪淀川RC
目

［ 全国統一アクトの日 大阪北 RAC
10 6

20

日 第 1回国内研修オリエンテーション

2640・ 2660地 区交流会

RA地区役員

2640地区RA
11 10

11/30～ 12/1 土 ～ 日

第 2回国内研修オリエンテーション

地区国内研修 (予定)

RA地区役員

RA地区役員

03 25´ ンヽ26

1/26´ ′ヽ2/2
土 ～ 日

日～ 日

4地区情報交換・交流会

国際協議会 (ア メリカ 。アナハイム)

2680地区RA
国際ロータリー

16

16

日 第 2回地区献血

第 2回地区連絡協議会

寝屋川RAC
大阪淀川RAC

第15回全国ローターアクト研修会

第 2回 RAC提唱RC正副委員長会議

世界RAC DAY
第 1回海外研修オリエンテーション

2590・ 2780・ 2620地 区RA
地区RA委員会

池田RAC
RA地区役員

13

20

日 新旧役員研修会

第 2回海外研修オ リエンテーション

八尾東RAC
RA地区役員

9～ 10

18

22

5/30´ ′ヽ6/2

土～ 月

金～土

金

ライラ

RC地区大会

地区年次大会

第 3回海外研修オ リ

地区海外研修

ソ

大阪船場RC
千里RC
大阪御堂筋RAC
RA地区役員

RA地区役員
′
０

15

1 4 RI国際大会 (オ ース トラリア)

インターアクトクラブ年次大会

リーダーシップフォーラム・新人研修会

国際 ロータリー

大阪南RC
枚方RAC
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日
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15

16

23

日

3～ 5
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日

日



組 織 図

注)RCは□一タリークラブ、RACは □一ターアク トクラブを略しております。

世  界

151カ国

7165ク ラブ

14795人

日本国内

35地区

429ク ラブ

5243人

地区□―ターアクト役員会

○地区幹事    ○地区会計

○大阪中ゾーン代理

○地区副幹事 (3名 )

○大阪南ゾーン代理

○地区代表

○大阪北ゾーン代理

守  口RAC
池  田RAC
寝 屋 川RAC
茨  木RAC
高  槻RAC
ホ女  ラウRAC
吹  田RAC
大阪空港RAC

1969.6
1972.3
1974.3
1974.5
1979.4
1985.6
1986.6
1993.4

大 阪 」ヒRAC
大   1坂 RAC
大 阪 東RAC
大 阪 西RAC
大阪天満橋RAC
大阪淀川RAC
大阪梅田RAC
大阪中央RAC

1968.7
1969.3
1975.12

1976.5
1980.4
1985.8
1993.1
1998.10

大 阪 南RAC
大阪西南RAC
ノヽ 尾 東RAC
大阪住吉RAC
東 大 阪RAC
大阪平野RAC
東大阪東RAC
大阪御堂筋RAC

1969.4
1975.6
1978.1
1982.3
1984.7
1986.5
1993.5
1999.2

〈
〓

事

長

長

事

計

事

理

　

会
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会

副

幹

会

理
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●

●

●

●

●
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国際ロータリー第2660地区ガバナー

地区新世代合同委員長会議

RC地区□―ターアクト委員会

ローターアクト委員会

各提唱□―タリークラブ

大阪北ゾーン連絡協議会 大阪中ゾーン連絡協議会 大阪南ゾーン連絡協議会

□― ター ア ク トク ラ ブ会 員

クラブ奉仕
委員会

財 務
委員会

国際奉仕
委員会

社会奉仕
委員会

♪♪♪□―ターアクトソング ♪♪♪ 作詞作曲 矢野―郎 (東京RC)
世界は広し われらは若し

命の限り 誇りに生きん
熱き血潮を 誠と愛に

注ぎつくして悔いあるべきや

□―ターアクト □一ターアクト
われら若人
ローターアクト □―ターアクト
若さ燃ゆるよ
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インターアクト委員会

委 員 長

副委員長

委  員

同

同

同

同

寛 (大 阪 南)

夫 (大   東)

子 (大 阪 住 吉)

行 (大 阪 城 南)

昭 (大 阪 八 尾)

典 (大 阪 阪 南)

吉 (大 阪 南 西)

靖

淑

良

裕

剛

謙

林
　
川
　
上
　
田
　
中
　
　
　
中

松

梶

片

仙

畑

奥

田

□活動方針

1。 当委員会は、国際ロータリーの定めるインターアクトの基本方針に基づき、提唱各ロータリー

クラブの理解と協力のもとに、各インターアクトクラブの顧間の先生方やインターアクター

と共同し、学校や地域社会に奉仕するプロジェクト及び国際理解を促進するプロジェクトの

企画・立案、募金活動、クラブ運営等に関して助言します。

また、諸活動をとおして、インターアクターが、思いやりの心、命を尊ぶ心、ルールを守る

心を育むことを期待します。

2.当地区では、学校を基盤として、インターアクトクラブを提唱しています。このため、各学

校の実情に沿い、学校長や顧間の先生方と連携・協調して、インターアクトの活動を展開し

ます。

3.教育環境の変化や生徒数の減少等がインターアクトクラブの活動にも影響を及ぼしています。

また、廃部や休部に至つたクラブもあります。こうした状況に鑑み、インターアクトクラブ

の活動が、より多くのロータリアンの支持と理解が得られるように努めます。

4.諸活動の実施に際しては、各インターアクトクラブの顧間の先生方や学校長及び提唱クラブ

との連携を密にすると共に、各活動を担当する提唱クラブの負担の軽減を図ります。

□活動計画

1。 年次大会

:大阪南ロータリークラブ

:清風学園インターアクトクラブ

:2003年 6月 8日 (日 )

:未定

2.海外研修

:大東ロータリークラブ

:大阪桐蔭中学・高等学校インターアクトクラブ

唱

当

日

場

提

担

期

会

唱

当

提

担
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期 間 :2002年 8月 3日 (土 )～ 8月 7日 (水 )

訪間先 :シ ンガポール

3.地区インターアクト活動報告書 〈SCRUM〉 NQ28の発行

提 口昌:大阪阪南ロータリークラブ

担 当 :四天王寺学園中学・高等学校インターアクトクラブ

4。 新入生歓迎会 (※地区大会のプログラムの一環として開催)

提 口昌:大阪南ロータリークラブ

担 当 :清風学園インターアクトクラブ

期 日 :2003年 6月 8日 (日 )

会 場 :未定

5。 近畿 4地区インターアクト委員会との交流

年間 2回程度

6.新 クラブの設立に向けて

地区内インターアク トクラブが諸般の事情により、減少 していることに鑑み、地区関係者各

位のお力添えをいただき、新クラブの設立を期待 します。

7.会議等

ア リーダーシップフォーラム          2回
イ 顧間会議                  6回
ウ 地区委員会                 4回
工 正副委員長会議               2回
オ 近隣地区合同委員会           1～ 2回

力 地区委員、正・副委員長、顧問合同懇談会   1回
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国 際 奉 仕 部 門

担当パスト・ガバナー 柏 木   尚 (豊  中)

国 際 奉 仕 委 員 会

委 員 長 八 木 頼 夫 (大  阪)

副委員長 毛 利 哲 三 (大 阪 西 南)

国際大会参加推進担当チームリーダー
笹 井 敏 之 (版フレンド)

委  員 吉 川 邦 英 (大  阪)

同  武 田 太 郎 (大 阪 南)

東

北

中

阪

阪

西

中

加

岡

中

員

同

同

同

同

委 村 貞 一 (大

西 憲 治 (大

登 敏 夫 (豊

田 富 二 (大 阪 船 場)

西 和 也 (千里メイプル)

◎活動方針

国際理解を増進 し世界平和に貢献するべく下記の諸項目についてPRし推進する。

1.地区内クラプの姉妹、友好関係の促進および情報の提供。

2。 国際大会参加推進担当を置き、地区内ロータリアンの参加推進を図る。

2003年 ブリスベーン (オ ース トラリア)

3.2004年国際大会を成功させる為にPRおよび努力をする。

4。 世界社会奉仕、青少年交換両委員会と密接に協力する。

5。 趣味や職業を通 じ、世界のロータリアンと友情を深める。

世界社会奉仕委員会

委 員 長

アドバイザー

副委員長

委  員

同

利 治

浩 彦

宏一郎

健

侯 一

(茨   木)

(東大阪中央)

(大 阪 平 野)

(東大阪中央)

(大 阪 梅 田)

長

瀧

植

有

園

澤

田

村

江

邊

林

村

林

芦

小

一二

若

口貝

同
　
同

同

委 康 徳 (大阪心斎橋)

哲 (吹 田 西)

恵 造 (大 阪 西 北)

紀 男 (大 阪 東)

今年度のRI会長ビチャイ・ ラタクル氏は、

「…今後 1年間、またそれ以降も常に、親睦と奉仕を共に行う中で、私達は苦闘する世界に足を運

び、そして、慈愛の種を播きましょう。」とあります。
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世界社会奉仕は援助の必要とされている国に対 し、直接援助国に出向き、現状を知ると共に親睦

を図り、共に世界社会奉仕を行い成果を上げることにあります。ひとりでも多くのロータリアンが

参画し、行動をすることが時に求められております。

あくまでも各クラブが主体であります。従って地区委員会はクラブ独自のプロジェクトをサポー

トし、地区特別基金については出来うる限リクラブと共にプロジェクトを進めていくこととします。

ここ数年、クラブ単位、又数クラブでのプロジェクト実施が増えている現状の下、

① 補助金の情報等ロータリー財団統括会議、財団人道的補助金委員会と連携を図り、各クラブ

に情報と共に活用方法を提供する。

② 世界社会奉仕を実施するための調査、視察費用 (デ ィスカバリーグラント)の活用を促す。

③ 各クラブの世界社会奉仕プロジェクト予算は一人当たり5千円以上とし、独自のプロジェク

トを持たないクラブは会員一人当たり5千円を地区世界社会奉仕特別基金に拠出していただ

く。

④ 今年度はRIの強調事項の1つ とされている識字率向上のプロジェクトを発掘し、地区とし

ても取組む。

⑤ 地区と各クラブとの連携を深める。

⑥ 視察の実施。(地区とクラブ会員)

青 少 年 交 換 委 員 会

委 員 長 近 藤 員 道

副委員長 林   輝 久

同  植 田 豊 賓
ローテックス担当チームリーダー

中   一 皓
委  員 土 井 晶 三

(高 槻 西)

(大 阪 東)

(箕 面 中 央)

(枚方くずは)

(高 槻 西)

崎

田

岡

市

須

岡

徳

武

畑

口貝

同

同

同

同

委 洋 一

俊 作

昭七郎

智 寿

延 次

(東 大 阪 東)

(大 阪 本 町)

(大阪天満橋)

(大 阪 鶴 見)

(東大阪中央)

このプログラムは、本来世界のロータリアン同士の子弟交換が始まりであります。いわゆる、ロー

タリアン同士の子弟を交換、それぞれそれら子弟を預かったホス ト・ クラブがいわば彼らの「里親」

となって、一年間それらの子供 (我 々の子供)を育て上げることを目的としたのが始まりでありま

す。この意味では、いわゆる勉学を目的とした「留学制度」とは成 り立ちが異なります。

ロータリーは奉仕団体であり、其の理念を反映 してロータリー財団奨学制度や米山奨学会等のプ

ログラムにはロータリアンの子弟は参加できませんが、この青少年交換プログラムはロータリアン

の子弟が参加できるのが特徴です。現在ではロータリアンの子弟だけにとどまらず、一般の青少年

も参加 しており、全世界で年間 8千名を超える若人達がこのプログラムに参加 してお り、世界で最

大の交換プログラムと考えられます。
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15歳 -18歳と言う人生で最も感受性の強い時期に、世界のロータリアンが我々の子供たち・青少

年を互いに預けあい、それぞれ異国の地で彼らを自分の子供として将来立派な社会人に共に協力し

て育て上げることは、青少年教育の立場からも重要でありましょう。

ロータリーでは青少年を育てるプログラムとしては、皆様御存知の様に「新世代のためのプログ

ラム」としてインターアクトやローターアクト等のプログラムがあります。この青少年交換プログ

ラムも新しいロータリーの手続要覧では、「国際奉仕部門」ではなくこの「新世代プログラム」の

一つとして位置づけされています。この事はロータリーが青少年教育を重要視 していると思われま

すが、とくにこの青少年交換プログラムに於いては、我々ロータリアンの子弟を将来のロータリア

ンにするために、いわばロータリアンの立派な二世を育て上げることが可能な点にもこのプログラ

ムの特徴であります。事実世界には、かつての青少年交換学生であったロータリアンが多くおられ

ます。

このような当プログラムの理念を現実のものにするために当年度は下記の具体的活動を行います。

1)交換学生数をおおむね12～ 15人を限度とする。

多数の交換をすることは可能でありますが、あくまで量より質を重要視しきめ細かに学生一

人一人を立派なロータリー精神を身につけた青年に育てるには、現在の経済状況下をも考慮

すると最大15名 が限度と考えます。

2)ROTEX(ロ ーテックス、帰国交換学生の会)の充実

交換学生として 1年間海外で過ごし帰国する事が「終わり」を意味するのではなく、実は

「始まり」であります。多数の世界のロータリアンの世話になり貴重な経験をした若者達が、

それらの経験を大きなバネとして、将来りっばな世界人に育ってもらうこと、すなわち帰国

学生の新たな始まりとなるようローテックス活動をより充実したものにします。幸い当地区

のローテックスは日本でも有数の組織として他の地区より評価されています。今後は他地区

との連携を深め当地区がローテックスネットワークの中心となることを目指 し、来る2004年

の世界大会においても彼らの若き力でお手伝いが出来るように彼らを育てていきたく思って

います。

I.基本方針、条件

(1)受入、派遣学生共12～ 15人を目標とする。

(2)受入れクラブヘのファンド戻し金は、収支バランスが取れる様考慮し、決定する。

(3)各クラブよりのファンド受入金は2,500円 /人とする。

(4)地区委員会メンバーの各行事 0旅行等の参加については原則として実費を各委員が負担する

ものとする。

(5)受入学生は、年 3回宿泊旅行 (現在は広島、スキー、富士登山)代の内、自己負担として

800ドルを持参してもらう。

(6)派遣学生からはプログラム参加費として 1人当たり100,000円 を徴収する。
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(7)

(8)

行事参加ロータリアン、ローテックスからも応分の負担をお願いする。

各行事については、受益者負担を前提とし不足分を補助にしてコス トをできる限り下げるべ

く努力する。
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ロ ー タ リー 財 団 部 門

担当パスト・ガバナー 中 野 董 夫 (大阪阪南)

ロータリー財団統括会議

機 (八   尾)

平 (大 阪 北)

一 (大 阪 鶴 見)

司 (大阪そねざき)

和 (大 阪 梅 田)

本年度より小委員会の活動の効率化を図り、併せて経費の削減をはかる新方針のもとにロータ

リー財団所属の 7つの小委員会が下記の4つの小委員会に再編成され、呼称も一部変更されまし

た。

財団情報・増進委員会 (旧財団情報委員会と財団増進委員会が合併)

財団奨学金・学友委員会 (旧財団国際親善奨学生委員会と財団学友委員会が合併)

研究グループ交換委員会 (変わらず)

財団人道的補助金委員会 (旧財団人道的援助委員会とポリオ・ プラス委員会が合併)

委員会数は4つ と減りましたが、活動は従来の内容を効率的に継承していきます。

ロータリー財団統括会議の役割は、4委員会と連携を密にしながら統括 し、地区の財団活動が円

滑に機能するよう地区ロータリー財団委員会の役割を果たしてゆきます。

ロータリー財団の目標は、博愛、慈善、教育または人道的という特質をもつ明確かつ効果的なプ

ログラムの促進を通じて、さまざまな国の国民の間に理解と友好関係を助長することにあります。

毎年11月 がロータリー財団月間と指定されています。

重点事項

1 2005年 ポリオプラス絶滅達成 目標を目の前にしてその費用となる基金を集めるための理解と

協力に努める。

II 地域社会援助プログラム CAP(Community Assistance Program)の 活用

所属クラブの地元で社会奉仕に財団資金を使う道が開かれました。それが地域社会援助プロ

グラムCAPで す。 1件1,000ド ルで10口 まで、補助金総計は 1万 ドルと小規模ですが、地

域の施設に車椅子を贈呈 したり、植樹などに活用できます。

英

公

俊

浩

藤

相

本

藤

村

西

居

山

佐

野

中

長

員

同
　
同
　
同

議

委
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会議開催予定

9月 7日 (土 )、 12月 14日 (土 )、 1月 25日 (土 )

財団情報 0増進委員会

委 員 長 山 本 公

副委員長 金 田 勝

平 (大 阪 北)

弘 (大 阪 城 南)

Ｈ

原

野

本

井

松

槙

岸

員

同
　
同
　
同

委 孝 三 (八   尾)

貞 一 (大 阪 柏 原)

進一郎 (大阪なにわ)

健之亮 (大阪北梅田)

年次寄付担当チームリーダー

西 森 喜 一 (大 阪 難 波)

恒久基金 。大 口寄付担当チームリーダー

今 堀   幸 (高   槻)

活動計画

財団所属の各委員会との連携を密にしながら各クラブの財団委員会を通 じてロータリー財団情報

を提供 し、財団活動に対する理解と浸透に努力する。

又、財団増進については地区日標を達成すべき為、よリー層の増進を図りたいと思っています。

◎事業計画

・情報 0増進委員会の開催 (年 3回 )

・地区ロータリー財団セミナー (9月 各クラブ会長、財団委員長の出席)

・ クラブロータリー財団委員長会議の開催 (12月 )

・ ロータリー財団月間、 IM(8ブ ロック)にての情報提供の機会を活用する。

◎地区財団寄付目標

・年次地区日標額          68万 ドル

・年次寄付      1人 当たり  145ドル

・ベネファクター   各クラブ   1名 以上

・大口寄付             1名

寄付金は今日の財団プログラムを支えている年次寄付と、明日の財団プログラムを安定させるも

のとしての恒久基金の 2つに大別されます。

ロータリー設立100周 年にあたる2005年 までに米貨 2億 ドルの目標設定があり、また、ポリオ撲

滅 (一部の紛争地域に残っている)も 2005年 となっており、よリー層の支援が必要となって来て

います。

従いまして、その恒久基金の充実を図る為、ベネファクター、大口寄付がより重要となって来て

いますので一層の努力が必要と考えています。
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道

秀

秀

春

崎

田

藤

原

梅

寺

佐

榊

員

同

同

委

財団奨学金・学友委員会

委 員 長 佐 藤 俊 一 (大 阪 鶴 見)

副委員長 溝 畑 正 信 (東 大 阪 東)

財団学友担当チームリーダー
夫 (大 阪 城 南)

興 (東 大 阪 東)

雄 (茨 木 西)

枝 (大 阪 柏 原)

活動方針

当委員会は前年度の財団国際親善奨学生委員会と財団学友委員会が合併したもので、したがつて

その活動は多岐にわたっている。

1.ロ ータリー財団国際親善奨学生の選考とオリエンテーション

*2004～ 05年度ロータリー財団国際親善奨学生の募集及び選抜試験。

年々減少の傾向にあるロータリー財団の限られたシェアーのなかでいかに優秀で質の高い奨

学生候補を選ぶかがこの委員会の重要な責務であると感じ取り組んでいきたい。

募集方法あるいは、選考基準やその方法についても今後ともより論議を深めていく必要があ

る。

*すでに選ばれた2003～ 04年度奨学生に対 しては 3回にわたるオリエンテーションを開催 し、

顧間ロータリアンと共に国際親善大使としての役割とロータリー財団の意義について認識 し

ていただく。

また、奨学生候補の世話クラブを可能な限り未経験クラブにお願いし、この制度に理解を持っ

ていただくようにしたい。

2.ロ ータリー世界平和奨学生の選出

2002～04年度生の募集より始まったプログラムであり、同年度の地区候補者は惜しくも不合

格であった事を深く肝に銘じ、第二の緒方貞子氏輩出を目標に候補者を選考 したい。

3.来日の文化研修生の受け入れ

今年も4名の日本語研修を目的とした学生 (3ヶ 月コース)が来日する予定で、受け入れ学

校のYWCAと 協力してよい成果をあげたい。

また、一年間奨学生を受け入れてくれる2660地 区内の大学を調査する。

4.開発途上国で奉仕する大学教員のための同額補助金

過去の実績を踏まえ引き続き実施する予定。

5。 PSCの発展と充実を計るため以下の活動をおこなう。

*奨学生候補と先輩であるPSC会員との交流の機会を多く作り、留学に際しての情報交換の

場とする。またメーリングリストを通じてより具体的なノウハウを提供する。

東

洋

孝

宏

淑

田

本

井

井

本

岡

岩

坂

島

栢

員

同

同

同

同

委 一 (大   阪)

子 (大阪そねざき)

彦 (東 大 阪)

子 (大阪北梅田)

子 (吹 田 江 坂 )
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*PSC便 り、地区のホームページ、財団学友会名簿などで、PSCの活動を知ってもらう。

*ロ ータリー財団月間にはPSC会員の卓話を奨励 し、各クラブにもそれをPRする。

*新世代委員会への参加をはじめ、地区主催行事にはPSC会員が積極的に参加するよう要請

し、協力する。その中で、当委員会活動の周知をめざす。

財団奨学金・学友委員会行事日程 (案 )

*開催場所についてはこちらの希望ですので、正式に日程が決まりしだい予約をとる必要があります。

日 時 行 事 場   所

2002年

7月 6日 土 合同地区委員会 ヴィアーレ大阪

8月 6日 火 18: 00 第 1回委員会 (太 閣 園)

9月 7日 土 16 00

18: 00

第 2回委員会

PSC総 会

奨学生帰国報告会

大 阪 YMCA

土 11

13

第 3回委員会

2003～04年度奨学生候補のオリエンテーション

第 1回 PSC例 会

来日学生歓迎会

薬業年金会館

11月 26日 火 18: 00 第 3回委員会 ガバナー事務所

12月 7日 土 17:30 第 4回委員会

第 2回 PSC例 会

ガバナー事務所

2003年

3月 15日 土 11 : 00

13

16

00

30

第 5回委員会

第 3回 PSC例 会

4月 15日 火 18: 00 第 6回委員会 ガバナー事務所

5月 18日 日 9 :00^ウ 17:00 2004～05年度奨学生一次試験 大 阪 YMCA

6月 15日 目
［ 9 :00^ヤ 17:00 ″ 二次試験 大 阪 YMCA

6月 28日 土 第 7回委員会

奨学生歓送会

第 4回 PSC例 会

大 阪 YMCA
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来日文化研修学生のカウンセラーオリエンテーション

10月 12日

第 2回オ リエンテーション

11 : 00

13: 00 第 3回オリエンテーション



研究グループ交換委員会

委 員 長

コ ー

不 一

委

フ
~イ

タ ー

(1)交換組合せ

国際ロータリー第1050地区 (英国イングランド北西部、マンチェスター市の約半分、その隣接

市のサルフォード市、チェシャー郡の一部、スタッフォードシャー・ムーアランド地域、又プ

ロサッカーチームのマンチュスターユナイテッドがこの地域の誇 りとしている。

(2)期  間 (4週間)

(イ )受  入

2003年 3月 21日 (金)関西国際空港着

2003年 4月 20日 (日 )関西国際空港発

(口)派  遣 (4週間)

2002年 9月 13日 (金)関西国際空港発

2002年 10月 13日 (日 )マ ンチェスター発

10月 14日 (月 )関西国際空港着

(3)活動計画の基本

(イ )派遣団員の選考に関しては、志望動機と共に英語能力、特に英会話表現力も重視する。職業

の選考に当たって特にテーマを決めず、工業、技術、商業、文化と公務に従事している中で

優秀な25才～40才までの団員構成を行う。募集にあたつては地区内ロータリークラブの多大

な協力を得多くの優秀な若者の推薦をして戴き厳正な選考を行い日本人として立派なチーム

を構成する。

★2002-2003年 度の派遣は2002年 9月 13日 出発なので 1月 応募を開始、昨年同様産経新聞社

のご協力により広く2660地区内一般公募を行った。

(口)受入については IMの組み分けに従い4つの受け入れ実行委員会の中で2001-2002年度副委

員長クラブが委員長クラブとしてプロックを担当して副委員長クラブを選んで頂き協力して

担当する週の計画を立て実施をする。

当委員会が指導及び援助を行う。この目的はロータリー財団活動の3つのプログラム、●教

育的プログラム②人道的プログラム0文化的プログラム文化交流プログラムであります。出

来る限り地区内多くのロータリアンに参加して頂き身近に国際文化交流を理解しエンジョイ

二

潤
　

　

隆

紀

藤

中

田

井

林

後

田

吉

松

若

員

同

同

同

同

委浩

茂

　
　
邦

元

正

村

岡

藤

城

　

村

野

松

加

岩

梶

野

員

同
　
同
　
同

司 (大阪そねざき)

雄 (大 阪 鶴 見)

隆 (八   尾)

廣 (摂   津)

英 (大阪うつぼ)

勝 (箕 面 中 央)

郎 (大 阪 北)

治 (大 阪 西 北)

弘 (枚   方)

雄 (大阪天王寺)

男 (大 阪 東)
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する事。また職業研修を各週に 1日 、計 4日 を設定 して、団員の職業にマッチした、実のあ

る研修を実施 したい。その為に先方の派遣団員のプロフィールと顔写真、希望事項を出来る

だけ早期に入手 し、ブロックの担当委員長クラブ及び地区会員に徹底 して研修協力をお願い

する。

ホームステイに関 しては、団員 1人 6日 間 1家庭の原則で、国際交流の実をあげるものとす

る。 クラブ訪間は 8回以上とし訪間希望を調査 し決定する。

(4)主な日程

派  遣

・第1050地区の概要について資料作成 し地区クラブに配布 (7月 中)

・団長及び団員募集 2002年 1月 に実施

・団長・団員候補の面接: 2002年 5月 に実施

・ オ リエンテーション (2002年 6月 実施)

・財団指定旅行社「東 日観光株式会社」との打ち合わせ (2002年 1月 実施)

・個人プロフィール (英文 )、 職業研修希望事項 (英文 )、 写真送付 (2002年 6月 実施)

0書式準備 (申請書、健康診断書、保険契約書、意思表明作文)(2002年 5月 下旬)

・ 日程、到着便等の連絡と航空券入手 (8月 末)

・壮行会 (8月 中旬)

・帰国歓迎会 (11月 中旬)

・報告書作成と配布

・ ロータリー財団への報告書提出

受  入

・第1050地区チームのプロフィール、研修希望事項、写真入手 (10月 中旬)

・ 同地区チームを当地区内にPR資料作成 (11月 中)

・委員長クラブによる週別プログラム企画立案のためクラブGSE担 当者招集 (11月 中)

・受入れに関する実行委員長・副委員長会議 (12月 初旬)

。研修先、日程、ホス ト家庭、その他の打合せ (1月 初旬)

・到着便、出発便の情報入手確認

・職業研修内容検討、研修希望先ヘガバナー名にて依頼 (1月 下旬)

・一般見学先へ研修依頼 (1月 下旬)

・ ホス ト家庭へのオリエンテーション (3月 上旬)

・関西国際空港に出迎え (3月 21日 ・金曜日)

・歓迎会 (3月 23日 ・ 日曜日)

・送別会 (4月 18日・金曜日)

0報告書入手、翻訳配布、ホームページヘの入力

(5)2003-2004年度の交換については ;

大阪において国際大会の為GSE交 換は見送る。
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GSE委 員会行事予定 (2002-2003年度)

日 時 行 事 場 所

2002年

5月 11日 土 10: 00^-12:00 GSE委員会英国団員面接 薬業年金会館406号 室

6月 15日 土 14: 00～ 16: 30 第 1回 GSE委員会・英国行オリエンテーション ガ バ ナ ー 事 務 所

7月 27日 土 14:00^シ 16: 00 GSEク ラブ委員長会議 薬業年金会館601号室

8月 31日 土 15: 00^-17: 00 GSE委員会2660地 区英国行チーム送別会
同 和 火 災
フェニックスタワービル

9月 13日 金 関 西 国 際 空 港

10月 14日 月 GSE委員会2660地区英国行チーム出迎え 関 西 国 際 空 港

11月 9日 土 14: 30^ψ 15: 30

161 00^V18:00

第 3回GSE委員会

2660地 区英国行チーム帰国報告会 ″

11月 16日 土 14: 00～ 16: 00 GSE委員会受入実行委員長、副委員長会議 ガ バ ナ ー 事 務 所

12月 7日 土 14: 00～ 16: 00 第4回 GSE委員会 ガ バ ナ ー 事 務 所

2003年

1月 11日 土 14 : 00^-16: 00 GSE委員会受入実行委員長、副委員長会議 ガ バ ナ ー 事 務 所

2月 15日 土 14: 00～ 16: 00 第 5回GSE委員会 ガ バ ナ ー 事 務 所

3月 8日 土 GSE委員会ホスト家庭オリエンテーション ガ バ ナ ー 事 務 所
ま た は YMCA

3月 21日 金 GSE委員会1050地区チーム出迎え 関 西 国 際 空 港

3月 22日 土 00～ 15 : 00

15:00～ 18: 00

GSE委員会1050地区チーム公共交通利用方法説
明案内

G S E 1050地 区チーム大相撲観戦

3月 23日 日 15:00^シ 16:00

17 : 00^ウ

GSE委員会1050地区チームオリエンテーション

1050地区GSEチ ーム歓迎晩餐会 ホテルニューオータニ大阪

3月 24日 月
GSE
チーム

委員より4月 18日 (金 )2660地区にてGSE
活動

4月 18日 金 GSE委員会1050地区チームGSEチーム送別会 会 場 未 定

4月 20日 日 GSE委 員会1050地区GSEチ ーム見送 り 関 西 国 際 空 港

5月 24日 土 第 6回 GSE委 員会 ガ バ ナ ー 事 務 所
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財団人道的補助金委員会

委 員 長 中 西 藤 和

副委員長 増 本   猛
ポリオプラス担当チームリーダー

岡 本 健 治

委  員 大 谷   透

同  白 方 誠 輌

同  福 家   宏

同  Vabnti“ M¨Юff

同  津 田   宏

(大 阪 梅 田)

(茨 木 東)

(大 阪 東 南)

(大 阪 西 南)

(大 阪 淀 川)

(八 尾 中 央)

(大   阪)

(大阪梅田東)

活動計画

l。 2002-03プ ログラム年度で2660地 区が利用できるDDFの 内、人道的分野に配分される合計

金額は$149,000で 、内訳は下記の通りである。地区WCS委 員会と密接に連絡を取りつつ、

各クラブのWCS活 動に有効かつ公平に役立つように努力する。

マッチング・ グラントー提唱者側の負担分

ヘルピンク・ グラントー提唱者側の負担分

世界社会奉仕助成金

3H補助金―提唱者側の負担分*

ポリオ・ プラス・パー トナー

災害援助

新人道的補助金

地域社会援助プログラム (CAP)

$ 55,000

$  9,000

$ 30,000

$ 15,000

$ 10,000

$ 10,000

$ 10,000

$ 10,000

$149,000

2.2002-03年 度より、マッチング・ グランドに対するWF(World Fund)か らの補助金は、

拠出金額の内、DDFの 部分は全額補助、DDF以 外の現金部分は半額補助となる。このた

めマッチング・ グランドの申請に、DDFを 付けることにより、WFか らの補助金を増額で

きる。出来るだけ多 くのクラブが、DDFを 使つて、より大きなWCSプ ロジェクトが出来

るように、 1件 $3,000程度を目処に して、広 く活用を呼びかける。また、世界社会奉仕助

成金 (Discovery Grant)は プロジェクトの調査のための旅費の支援をするもので、各クラ

ブに利用を推奨する。

3.地域社会援助プログラム=CAP(Community Assistance Program)は 、財団人道的分

野の補助金の中で、唯一の国内の社会奉仕に利用できる補助金である。各クラブの社会奉仕
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に呼びかけ、利用を推奨する。

4。 国際ロータリーでは、ポリオ撲滅運動の最終局面を迎え、2002年 7月 1日 より1年間第 2次

ポリオ・プラス・ キャンペーンがスター トする。今後、ポリオ撲滅に要する資金の不足額が

約4億 ドル弱であり、この内8,000万 ドルを募金目標としている。この額をロータリアンの

人数で割れば、一人当たり約70ド ルになる。2002-03年度はDDFか ら、ホリオ・ プラス・

パー トナーに 1万 ドルを予定 している。

2002-03年度は、2660地区の全会員に一人当たり70ド ル以上を目安に募金を、最悪の経済不

況の中ではあるがお願いする。

5。 委員会開催予定は下記の通り、定例 6回、臨時 2回 とし、 3回は地区WCS委 員会との合同

委員会とする。

7月 24日 、9月 25日 (WCSと合同)、 11月 27日 、 1月 22日 (WCSと 合同)、

3月 26日 、6月 18日 (WCSと合同)。
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米 山 奨 学 部 門

担当パスト・ガバナー 近 藤 雅 臣 (千 里)

米 山 奨 学 委 員 会

委 員 長

副委員長

米山増進
チ=ムリータL
米山学友
チ=ム |ルサIL

委  員

(大 阪 住 吉)

(大阪なにわ)

(大阪中之島)

(大 阪 南)

(;対坂イブニング)

(大 阪 西 南)

(大阪天満橋)

(高 槻 東)

好

雄

一
一
哲

一二

郎
　
一　
郎

治

章

和

靖

　

保

啓

喬

暉

澤

本

竹

川

原

日

本

川谷

中

山

小

北

池

平

山

長

同
　
同
　
同

活動方針

① 奨学寄付金の確保充実を計る。

② 奨学生の選考。

③ 奨学生に対する充実した指導や助言を行い、奨学生と世話クラブ及びカウンセラーとの円滑

なコミュニケーションをはかれる様協力調整する。

④ 学友 (関西)と の連絡及び連携の充実にあたる。

活動計画

I 募金目標

・ 1人当たり2万円 (普通寄付と特別寄付の合計額)

・地区総額 1億円

① 普通寄付 1人当たり5千円以上お願いする。

② 特別寄付 準米山功労者にクラブ会員の皆さん全てになって頂 く様協力要請し、又米山

ファンドフェロー、米山功労者や米山功労法人、準米山功労法人等になって

頂く様お願いする。

I1 2003年度米山奨学生選考試験

① 申込期間   2002年 10月 1日 ～10月 6日

② 書類審査   2002年11月 地区委員に依る資格審査と申込書チェック
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③ 書類選考会議 2002年 12月 専門委員と地区委員に依り開催

④ 面接試験   2003年 2月

⑤ 最終選考会議 2003年 2月

米山月間 2002年 10月 1日 ～10月 31日

① 各クラブにお世話頂いております米山奨学生かクラブ米山奨学委員長に依る卓話をお願い

する。

② 米山奨学事業へのご理解と特別寄附のご協力をお願いする。

③ 地区委員、米山奨学生、学友 (関西)の卓話斡旋をする。

2003学年度米山奨学生 (2002年 4月 ～2003年 3月 )

継続受給者    10名

新規奨学生    34名

クラブ米山奨学生 3名

特別米山奨学生  2名
=_L日 |

49名

行  事  日  程

Ⅳ

年  月  日 行 事 備
ヨた́
ラ

2002年

4月 20日 (土 ) 2002年～2003年度地区協議会 大阪国際会議場

5月 27日 (月 ) 米山奨学生オリエンテーション 新阪急ホテル

6月 15日 (土 ) 2002年学友会 (関西)総会及び新規奨学生

歓迎パーティ

山西福祉記念会館

9月  日( ) クラブ米山委員長会議

10月 1日 (火 )～31日 (木 ) 米山月間

10月 1日 (火)～ 6日 (日 ) 2002年度米山奨学生募集

10月  日(日 ) 米山奨学生レクリエーション

2003年

2月  日() 米山奨学生面接試験

2月  日() 米山奨学生修了者歓送会

3月  日() 米山奨学生新規世話 クラブ決定

5月 9日 (金 )～ 10日 (土 ) 2002年～2003年地区大会
大 阪 国 際 会 議 場

リーガ・ ロイヤルホテル
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地 区 大 会

委 員 長

幹  事
プログラム

委 員 長

近 藤 雅 臣 (千

川 瀬 甲子雄 (千

岩知道 寿 夫 (千

里
　
里
　
里

☆ 日程・ 開催場所及び内容について

第 1日 目

2003年 5月 9日 (金)於 :大阪国際会議場および リーガ・ ロイヤルホテル

内容 :開会式・ シンポジウム 0部門別懇談会・家族プログラム

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

第 2日 目

2003年 5月 10日 (土) 於 :大阪国際会議場

内容 :本会議・講演など

☆ 登録について

登録は従来通り全員登録制とし、2003年 1月 1日 現在の在籍会員数に基づき納入 して頂くこと

とする。

登録料は昨年同様一人8,000円 を後期地区資金として一緒に指定回座に送金して頂く。
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ロ ー タ リ ー の 友

地区委員 神 前 俊 彦 (千   里)

合同会議への参加

隔月 (奇数月)に東京で開催される合同会議 (委員長、副委員長、特別顧間、顧間、常任委員、

地区委員)に参加致 します。

今年の第 1回の会議は 7月 8日 で、新旧のガバナー、RI理事、エレクトも参加されます。 (以

後、第2月 曜日)

カバナーヘの報告

合同会議の模様および『 ロータリーの友』に関するすべての情報をガバナーに文書または口頭で

報告 します。

ガバナーおよび地区内会員からの意向伝達

ガバナーはじめ雑誌委員長、委員、各委員会、会員の意見を地区内から広く集めて合同会議やそ

の他の機会に発表致 します。

刊行物の編集に参画

「地区のたより」 1地区または数地区合同での奉仕活動の理論や具体的事例について年 1回 2ペー

ジを出稿 しますが、当2660地区は2003年 6月 号に掲載されます。

「わがまち わが地区」地区内での珍 しい年中行事や郷土自慢、その他全国の会員に是非紹介 し

たい トピックスを 2分の 1ページ出稿 します。

当地区の掲載は2002年 10月 号です。

*なお、『 ロータリーの友』の編集について建設的な意見を発表 し、創刊50年を機に行われる誌

面の改革 (4月 号横組み13ペ ージ参照)についても地区会員からの感想、意見を頂戴 したいと

思っています。

◎活動方針

2002～03年度の国際ロータリーのテーマは『慈愛の種を播きましょう』です。ビチャイ 0ラ タク

ル会長は「先ず自分のクラブで、そして職場で、地域社会で、そして最後に世界に慈愛の種を播

いて下さい」と呼びかけられました。また、そのスピーチの中で、「充実したクラブを築くため

には、積極的な奉仕への参加とともに新会員に情報を提供すること」を強調しておられます。

このRI会長に全面的に賛同されている井上嘆夫ガバナーと連絡を密にし、地区のそ して全国の

会員に『ロータリーの友』を通じて、より多く慈愛の種を播くように務めて参りたいと思っております。
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財 務 委 員 会

委 員 長

委  員

同

会  計

夫 (千   里)

男 (大   阪)

造 (大 阪 東)

薫 (千   里)

宣

民

恭

満

地

　

　

子

藤

下

林

金

ここ数年来の予算額を考えてみますと、支出は大幅に赤字で した。このような予算が組めたのも

繰越金が有ったからです。

そ して、きびしい経済環境のもと会員数は漸減 してお り適正な予算を組むには大幅な縮小予算を

余儀なくされました。

先ず、地区資金の値上げを しないことを前提に赤字を出さない予算対策を考えました。

ガバナーの決断により、地区組織のスリム化とガバナー事務所の移転を行うこととなりました。

〔1〕  一般会計

今後会員数の減少を想定 し、この地区資金を “地区運営資金"と “地区活動資金"と “地区大

会資金"の 3項 目に分けて資金の減少を委員会活動費、地区大会費の削減で対応 し地区運営に

支障を来たさないよう改めました。

そのため、委員会活動費の大幅な縮小を各委員長の皆様にお願いし交渉 してまいりました。

委員会ぞれぞれのご事情も有 りましたが何回かの折衝のなかで地区資金の減少 (昨年は5,000

名で本年は4,800名 の会員数)を ご理解いただきました。

また、事務局経費を見直し削減を行いましたし、今度の事務所は広く成りましたので委員会の

開催や地区内のロータリーの方々のご利用がいただけます。

〔2〕 特別会計

当年度は引越 しを行うため特別会計を設定 し、敷金返還、2000～ 2001年度地区大会の決算報告

に記載された引越 し資金を繰り入れその枠内で執行することとしました。

その他従来どおりの予算を計上 しました。

(1)事務局移転会計

(2)青少年交換ファンド
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(3)世界社会奉仕基金

(4)米 山奨学生活動費

〔3〕 地区基金会計

繰越金がない現状では年度末には地区資金がショー トします。

収入に計上されていますRI交付金の一部は次年度に入金されます。

地区では青少年交換、GSE、 RYLA、 ニコニコキャンプ等、種々の活動を行っております

が、緊急事態が起きた時に直ちに対応が出来ないのが現況であります。

この問題を解決するため2002年 4月 20日 (土)に行われました地区協議会の会長部門において

基金会計の実施をお願いし、承認を頂きました。

この基金への拠出は一人当た り1,000円 の当年度のみとし、青少年交換 ファン ドか らの

2,000,000円 とともに緊急事態に備えるものといたします。

当年度の予算編成は以上ですが今後の地区財務委員会の活動計画は、

(1)年度予算編成の周知徹底

(2)各資金予算の適切な執行

(3)各支出に対する敏速な把握

(4)以上をもって健全な地区会計の実現

とします。
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科 目 金 額

1.地区資金 8,0∞円×4,8∞名 38,400,000

2.RI助 成金 1,80(),000

3.雑収入 3,00(),000

収 入 合 計 43,200,000

2m2～
`m3年

度 国際ロータリー第
“

∞地区 地区資金予算 自 2002年 7月 1日

至 2003年 6月 30日

地区運 営資金

【収入の部】

地区活動資金

(単位 :円) 【収入の部】 (単位 :円 )

【支出の部】

ガバナー事務所経費

科 目 金 額

1.地区資金 7,"0円 ×4,8∞ 名 36,000,000

2.雑収入

収 入 合 計 36,000,000

の部】

地区大会資金

(単位 :円 )

【支出の部】

作成日 2002年 4月 10日

承認日 2002年 4月 20日

ガバナー

地区財務委員長

地区会計

夫

夫

薫

嘆

宣

上

満

子

井

藤

金

科 目 金 額

A.負担金

1.ガバナー会 960,000

2.ロ ータリー文庫 1,440,000

′
Jヽ 計 2,4CЮ ,000

B.会議費

1.地区チームLTS 70,000

2.会長エレクトTS 800,000

3.合同地区委員会 1,0001,000

4.財団セミナー 450,000

5.DGPGGE会 議 1,80(),000

6.G補佐・地区幹事会 100,000

7.GE国 際協議会 830,000

8.予備費 200,000

′
1ヽ 計 5,25(),000

C.ガ バナー事務所費 22,210,000

D.エ レクト事務所費 5,OCЮ ,000

E.ガ バナー月信費 6,00C),000

F.ガ バナー補佐経費 800,000

G.ア ドホック・ R研究会 1,000,000

H.総予備費 500,000

支 出 合 計 43,160,000

年度収支差額 40,000

前 期 繰 越 金 971,000

次 期 繰 越 金 1,011,000

科 目 金 額

A.地区委員会活動費

1.DG指名(委 ) 135,000

2.意義ある業績賞(委 ) 45,000

3.ク ラブ奉仕部門

クラブ奉仕(委 ) 600,000

拡大・増強(委 ) 270,000

情報 。広報(委 ) 1,340,(X)0

4.職業奉仕部門

職業奉仕(委 ) 180,000

5.社会奉仕部門

社会奉仕(委 ) 1,200,(ⅨD0

6.青少年奉仕部門

新世代合同委員長会議 50,000

青少年活動(委 ) 2,400,(】00

ローターアクト(委 ) 4,500,000

インターアクト(委 ) 2,400,000

7.国際奉仕部門

国際奉仕(委 ) 150,000

世界社会奉仕(委 ) 440,000

青少年交換 (委 ) 300,000

8.ロ ータリー財団部門

ロータリー財団統括会議 100,(〕00

財団情報・増進(委 ) 50,(Ⅸ)0

財団奨学金 。学友(委 ) 1,850,(〕D0

研究グループ交換(委 ) 4,900,000

財団人道的補助金(委 ) 290,000

9.米 山奨学部門

米山奨学(委 ) 500,000

10.予備費 700,000

′」ヽ 計 22,400,(X)0

B.青少年交換ファンド 12,000,(〕 00

C.RI会 長DG強調事業費 1,600,000

支 出 合 計 36,000,000

年度収支差額

前 期 繰 越 金

後 期 繰 越 金

2001年 7月 期初 2∞ 1年12月 末

クラブ数 &'ク ラブ 86ク ラブ

会 員 数 4,871名 4,867名

科 目 金 額

1.家賃 。光熱費 5,220,000

2.給料 。手当 8,820,000

3.コ ンピューター関係 360,000

4.DG交 通会合費 900,000

5.印刷費 1,800,000

6.交通通信費 1,800,000

7.文献費 180,000

8.事務用品費 1,080,000

9.什器備品費 300,000

10.雑費 1,350,000

11.予備費 40(),000

計 22,210,000 科 目 金 額

1.地区資金 10,500円 ×4,800名 50,400,000

2.雑収入 500,000

収  入  計 50,9()0,000

科 目 金 額

1.大会運営費 50,210,000

2.RI会長関係費 430,000

3.直前DG記念品 260,000

支  出  計 50,900,000

年度収支差額
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科 目 金 額

1.地区拠出金 4,800,000

2.青少年交換ファンドより 2,000,(〕00

組  入  計 6,800,{〕00

6,800,(〕00次期繰越金

2m2～2∞3年度 国際ロータリー第26∞地区 地区基金会計及び特別会計予算

地区基 金会計

(単位 :円 )

(地区事業に関わる緊急時対策資金)

特 別 会 計

1.事務局移転会計

2.青少年交換ファンド 3.世界社会奉仕基金

委員会 :青少年交換委員会

委員長 :近 藤 員 道

【支出の部】

4.米山奨学生活動費

委員会 :世界社会奉仕委員会

委員長 :長 澤 利 治

(単位 :円 )

委員会 :米山奨学委員会

委員長 :中 澤 章 好

(単位 :円 )

【支出の部】

円 )

科 目 金 額

6,776,7001.敷金返還

2.2000～ 01地区大会残金 2,000,000

収  入  計 8,776,700

科 目 金 額

1.原状回復工事 945,000

2.廃棄処分引越 し費用 Ⅸ)0,∝Ю

3.新事務局 保証金 3,∞0,000

4.造作・ 什器備品費 4,300,000

5.雑費 31,7()0

支  出  計 8,776,700

収 支 差 額

科   目 摘 要 金 額

特別基金 4,500,000

収 入 の 部  合 計 4,500,000

科   目 摘    要 金 額

前年 度 繰越 金 (概 算 ) うち緊急時対策特別準備金2,0∞ ,∞0円 9,0001,000

各クラブよりのファンド受入金 2,5∞ /人 ×4,800名 12,000,000

派遣学生プログラム参加費 100,000円 /人 ×15名 1,5001,000

受入学生研修旅行負担金 30,000円 /人 ×15名 450,000

行事 参 加 登 録料 収 入 840,000

会合費YEO自己負担額 395,000

研 修 旅 行 自己 負担額 1,600,000

収 入 の 部  合 計 25,785,000

科    目 摘    要 金 額

支援金

貧困な地域に対する援助を財団

補助金を有効に使用し、プロジェ

クトをクラブと共に進めていく

4,500,000

支 出 の 部  合 計 4,500,000

差 引  次 期 繰 越 金

科    目 摘    要 金 額

ダしヽクラフ人のファント捩し金 800,000円 ×15名 12,000,000

会    議    費 270,000

費 980,000

行 事 参 加 費 2,300,000

研 修 旅 行 費 2,900,000

通 信 費 200,000

事務 局 雑 費一 部 負担 120,000

ロー テ ックス運 営 費 500,000

派 遣 学 生 各 種 費 用 制服、ローテックス入会金他 1,500,000

緊 急 時 対 策 保 険 料 3(X),OαD

精神科 ドクター顧問料 120,000

印 吊」 費 200,000

雑 費 200,000

支 出 の 部  合 計 21,680,000

地 区 基 金 へ の 組 入 緊急時対策準備金として 2,000,000

差 引  次 期 繰 越 金 2,105,000

科   目 摘 要 金 額

(財)米山記念奨学会より 50,0(Ю円×49名 2,450,000

収 入 の 都  合 計 2,450,000

科   目 摘 要 金 額

米山活動費 2,450,000

支 出 の 都  合 計 2,450,000

差 引  次 期 繰 越 金
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2002～2∞3年度 国際ロータリー第26∞地区

【収入の部】

地区資金予算 (本会計) 自 2002年 7月 1日

至 2003年 6月 30日

作成日 2002年 4月 10日

承認日 2002年 4月 20日

【支出の部】

ガバナー

地区財務委員長

地区会計

夫

夫

薫

嘆

宣

上

満

子

井

藤

金

目 予 算 額

R 交 千 金 1,800,000 2,(XDO,α )0

]× 4.800人 74,400,000 73,050,(Ю 0

3,000,000 3,(〕 00,000
―・ エ レ よ り板 戻 令 3,000,000

79.200.000

予 算 額

22,400,000 26,190,400
地区ガバナー指名委員会
意義ある業績賞委員会

135,000
45,000

135,000

45,(〕 00
ク ラブ奉 仕 部 門 ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会

拡 大 増 強 委 員 会
情 報 ・ 広 報 委 員 会
規 定 ・ 情 報 委 員 会
親 睦 活 動 委 員 会
会 員 増 強 委 員 会
拡 大 委 員 会
広 報 。雑 誌 委 員 会

600,000
270,000

340,0001

423,000
243,000
180,000

200,(〕00

1,800,(〕00

職 業 奉 仕 部 門 △
パ
△
〓

員

員委
委
声

仕

イ

姜
午
テン

業

ラ

職

ポ
180,000 180,000

180,()00

社 会 奉 仕 部 門 会
会

員
員

委
委

仕
全

奉
保

会
境

社
環

1,200,000 600,000
95,400

青 少 年 奉 仕 部 門 新世代合同委員長会議
青 少 年 活 動 委 員 会
ローターアク ト委員会
インターアク ト委員会

50,000
2,400,000
4,500,000
2,400,000

2,600,000
5,220,000
2,799.000

国 際 奉 仕 部 門 世界 社 会奉 仕 委 員 会
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